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  サーバーのインストールとライセンス認証 

 
 ManicTime Server 動作環境 

 
 
 
 
 
 
 
 

対応 OS： 日本語 Windows 10/8.1 

Windows Server 2012/2012 R2 の各エディション 

Windows Server 2016/2019 の各エディション 

Windows Storage Server 2008 R2/2012/2012 

R2/2016 

Windows Server IoT 2019 

対応機種： PC/AT 互換機 

対応 CPU： 1GHz 以上のインテル互換 CPU 

メモリ： 2GB 以上（4GB 以上を推奨） 

 



第１章 サーバーのインストールとライセンス認証 

4 
 

 サーバーのインストール 
 

(1) 『ManicTime Server』のインストールプログラムを下記からダウン

ロードしてください。 

https://www.lifeboat.jp/products/mtp/server.php 
    

(2) ダウンロードした「ManicTimeServerSetup.msi」を実行する

と、以下の画面が表示されます。「Next」をクリックします。 

 
 

(3) ライセンス契約が表示されます。「I accept the terms in the 

License Agreement（使用許諾契約に同意）」にチェックを入れる

と次へ進めます。 

 

 

 

 

 

 

https://www.lifeboat.jp/products/mtp/server.php
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(4) インストール先を変更できます。通常はそのまま「Next」をクリックし

てください。 

    
 

(5) 「Install」をクリックします。 

 
 

 

(6) ユーザーアカウント制御画面が表示された場合は「はい」をクリック

してください。インストール処理が開始されます。 
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(7) インストールが終了しましたら「Finish」をクリックしてください。 

 
 

(8) サーバーの設定ウィザードが起動します。 

「ManicTime Server Wizard」のユーザーアカウント制御画面が

表示された場合は「はい」をクリックしてください。 

 

(9) 使用するサーバーを選択し「Neｘt」をクリックしてください。 
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※ ManicTime Server は、下記の 3 種類のデータベースをサポートして

います。 

「SQLite」以外は、ManicTime Server をインストールする前に、イン

ストールしておく必要があります。 

 
 

  

 SQLite Postgre 

SQL 

Microsoft 

SQL Server 

費用 無料 無料 無料バージョ

ン（MS SQL 

Express）で

は、10GB ま

で可 

バックアップ  

システム 

サーバーを停止

しデータベースフ

ァイルをコピーし

てください。 

有 有 

ManicTimeServer

をインストールする前

にインストールしてお

く必要がある 

いいえ はい はい 

推奨ユーザー数 5 名までを推奨 制限なし 制限なし 

SQL を使用して

ManicTime サーバ

ーから他のデータベ

ースに転送する 

○ ○ ○ 

別のマシンでホスト × ○ ○ 
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(10) 画面にそって「Next」をクリックしてください。 

 
 

(11) ユーザーを選択し「Next」をクリックします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

同一の Windows ドメインユーザーである場合は、

「Windows ｕｓｅｒ」を選択してください。現在ログインし

ているユーザーは、サーバーの管理者になります。 

ユーザーが同じ Windows ドメインに属していない場合、

または Windows 以外のユーザーが多数いる場合は、

「ManicTime Server users」を選択してください。 
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(12) 画面にそって「Next」をクリックしてください。 

 
 

(13) ポートを選択します。初期設定では「8080」になります。必要に応じ

てポートを指定してください。 
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(14) SSL の使用を推奨しています。HTTPS を構成する場合は、チェッ

クボックスにチェックを入れ、必要な証明書を指定してください。 

設定後「Next」をクリックしてください。 

 
 

(15) 「Finish」をクリックしてウィザードを終了します。 
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(16) 自動的にブラウザが起動し、ManicTime Server の管理画面が開

きます。次節でライセンス認証を行い、日本語化する手順をご案内

いたします。 

 
 

 

 

 

 

  

サーバーにアクセスするには、こちらの URL が必

要です。控えておいてください。 
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 Web 管理画面 
 

(1) Web ブラウザの管理画面を日本語表示にするには、歯車の形のア

イコンから「Administrator」をクリックします。 

 
 

(2) 初回アクセス時は、ライセンス認証画面が表示されます。 

認証をあとで行う場合は「Trial」を選択してください。（選択しない

場合はこの画面が頻繁に表示されます。） 

 

お持ちのライセンスキーと名前を入力し「OK」をクリックしてください。 
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(3) 認証後、画面が変わりましたら「Language」から「Japanese」を選

択します。 

 
 

(4) 一番下までスクロールし「Save」をクリックしてください。再読み込

みすると日本語表示になります。 
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(5) 歯車の形のアイコンから「管理」をクリックすると最初の画面に戻りま

す。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバーにアクセスする URL です。 

控えておいてください。 

こちらからインストールプログラムを

ダウンロードできます。 

各PCの転送設定後、こちらから管理

画面を開くことができます。 
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  ManicTime Pro を手動インストール、 

    セットアップする 
 

『ManicTime Pro』のインストール手順は、『ManicTime Pro』の利用

ガイドをご参照ください。下記よりご参照いただけます。 

https://www.lifeboat.jp/support/faq/tbl_mtp.php  

 

『ManicTime Pro』をインストール後、サーバーに接続する手順は下記

の通りです。 

 

(1) あらかじめ『1-2』の手順で、『ManicTime Server』をインストール

しておきます。『1-3』の手順で、サーバーの URL をご確認ください。 

 

(2) インストールした『ManicTime Pro』を起動します。歯車の形のアイ

コンから「サーバー/クラウドに接続する」をクリックします。 

 

 
 

(3) 「オンプレミスの ManicTime Server に接続」をクリックします。 

  

https://www.lifeboat.jp/support/faq/tbl_mtp.php
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(4) サーバーの URL、ログオンユーザーの情報を入力し、「テスト接続」

をクリックします。接続に成功しましたら「次へ」をクリックしてくださ

い。 

 
 

(5) 「OK」をクリックし、接続は完了です。 
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(6) 『ManicTime Pro』の画面上では、左下にサーバーのURLが表示

され、サーバーとの接続状況を確認できます。 

 
 

 

※ ライセンスは、サーバーで認証されている情報が接続したクライアントに

も適用されます。 
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 ManicTime Pro 一括インストール 
 

複数台の PC に『ManicTime Pro』をインストールしてサーバーに接続

する場合、設定ファイルを使用することで、ライセンス認証やサーバーへ

の転送の設定が不要になります。 

※ ManicTime Server をトライアルで使用している場合は、クライアント

PC でもトライアルになります。 

あとからサーバー上で認証を行うと、接続されているクライアントも自動

的に認証が適用されます。 

 

 
 各 PC に管理者による設定を行う 

 

『ManicTime Pro』をインストールした各 PC のタスクトレイアイコンを非

表示にしたり、設定を変更できないように制限することができます。 

 

制限は不要で、ライセンス認証とサーバーの設定のみでよい場合は、こち

らの手順は不要です。『3-3』へおすすみください。 

 

※ サーバーを設定する以前から『ManicTime Pro』をインストールして何

らかの設定を変更してある場合は、あとからこの設定を行っても、内容に

よっては古い設定が優先される場合があります。各 PC を管理したい場

合は、『ManicTime Pro』をインストール前にこちらの設定を行っておい

てください。 
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(1) 管理画面のメニューから「Client setting」を選択します。 

「クライアント設定を管理する」にチェックを入れると、詳細な設定画

面が表示されます。ここでの設定は自動的に各 PC に適用されます

のでご注意ください。 

 
 

 

※ サーバーと操作／一般／表示／追跡／プライバシーと通知／スクリーン

ショット／スケジュール バックアップ／エクスポート／プロキシ設定につ

いて、タブで切り替えて設定することができます。 
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●クライアント PC で設定を変更できないようにする 

下記の設定をすると、クライアントPCの「設定」ボタンがグレーアウトし、

設定画面が開けなくなります。 

 

 
●パスワードを設定する 

『ManicTime Pro』を開く際にパスワードが必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 
●タスクトレイのアイコンを非表示にする 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバーと操作 ユーザーは設定を変更できます いいえ 

 

プラシバシーと

通知 

システムトレイアイコンを表示 非表示 

プラシバシーと

通知 

トレイアイコンが非表示になってい

る場合、追跡を続ける 

はい 

プラシバシーと

通知 

ManicTime Pro の画面を閉じて

も追跡を続ける 

はい 

 

プラシバシーと

通知 

パスワード パスワードを入力してください。 
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●スタートメニューに登録しない 

この設定画面では行えません。『ManicTime Pro』をインストールす

る際に指定します。あらかじめ下記より設定ファイルをダウンロードし、 

「CREATESTARTMENUSHORTCUT=0」と書き換えてください。『3-

2』の設定ファイルと併用してインストールします。 
https://www.lifeboat.jp/support/db/017210405001.html  

 
 

 

(2) 各設定を行ったあとは、画面一番下にある「保存」をクリックしてくだ

さい。接続されているクライアントに自動的に適用されます。 

 
 

  

https://www.lifeboat.jp/support/db/017210405001.html
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 設定ファイルの作成 
 

Web の管理画面で、一括インストールする際の設定ファイルを作成する

ことができます。 

 

※ この設定ファイルには、『3-1』の設定内容は含まれません。 

 

(1) サーバーの URL をコピーします。サーバーの URL は、サーバーイ

ンストール時の最初の画面か、Web 管理画面の「一般」-「サーバー

URL」に記載されています。 
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(2) Web の管理画面で「管理者による設定」をクリックします。 

 
 

(3) 「サーバーURL」欄にコピーした URL を貼り付けてください。その他、

匿名ユーザーにする設定や、データフォルダの指定が必要であれば

行ってください。 

 

(4) 一番下にある「ファイルを作成する」をクリックすると、設定が保存さ

れ、設定ファイルがダウンロードされます。 
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 各 PC へのインストール 
 

各クライアント PC へのインストールは、インストールプログラムを、『3-2』

の設定ファイルと同じフォルダに保存し実行することで、ライセンス認証や

サーバーへの設定を同時に行うことができます。 

 
 

各 PC へ一括インストールを行うには、インストールプログラムは「MSI」

を使用します。下記よりダウンロードいただけます。 

https://www.lifeboat.jp/products/mtp/mtp.php  

 

 

※ クライアント PC でアイコンを非表示にするなどの細かな設定は、Web の

管理画面で一括して行うことができます。各 PC の管理が必要な場合は、

インストール前に『3-1』の設定を行われることをおすすめいたします。 

 

※ 下記のようなメッセージでインストールが完了しない場合は、ファイヤーウ

ォールが影響している可能性があります。 

 

 

  

https://www.lifeboat.jp/products/mtp/mtp.php
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インストールとともに、ライセンス認証とサーバーへの転送設定が完了し、

記録を開始します。 

 

 

  ライセンス認証が完了している場合は、

ここにシリアル番号が表示されます。 

ここにサーバーの情報が表示されます。 
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 レポートを参照する 
 

接続された各 PC の作業状況は、Web 管理画面のレポートを参照するこ

とができます。 

 

(1) 管理画面から「レポートに戻る」をクリックすると、クライアント PC の

作業状況のレポートを参照することができます。 

 
 

(2) 左のメニューから選択し、各クライアントの出欠状況や、タイムライン

等を参照することができます。 
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 その他 
 

 よくある質問 
 

ライフボートのホームページで、よくある質問と回答を公開しております。 

 

■ ライフボート ホームページ 

https://www.lifeboat.jp/  

 

■ ManicTime Pro 製品詳細 

https://www.lifeboat.jp/products/mtp/index.php  

 

■ ManicTime Pro よくある質問／マニュアル／プログラムダウンロード  

https://www.lifeboat.jp/support/faq/tbl_mtp.php  

 

■ ManicTime Server プログラムダウンロード 

https://www.lifeboat.jp/products/mtp/server.php  

 

https://www.lifeboat.jp/
https://www.lifeboat.jp/products/mtp/index.php
https://www.lifeboat.jp/support/faq/tbl_mtp.php
https://www.lifeboat.jp/products/mtp/server.php
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